
試験研究内容一覧

〇紙産業センターが開発した抗菌剤利用による果
実袋・段ボール箱について、果実品質の変化を調
査し、その実用性を評価している。
〇柑橘画像から、病害や浮皮等の品質を評価す
る選果システムを産業技術研究所と共同で開発
中。

次世代かんきつ新品種
育成試験費

平成29年
～令和8年

みかん研
育種栽培室

有望系統の品種登録のため現地適
応性等により評価を行うとともに、新
たな育種手法を駆使して優良な中間
母本を育成し、かんきつ産業の次世
代を担う新品種の開発を行う。

〇愛媛48号をH31年4月4日に品種登録申請した。
〇愛媛育成系統のウイルスフリー化に向けて茎
頂接木を実施し、22個体が活着した。現在、ウイ
ルスの有無を確認中である。

ICT活用農業担い手支
援技術開発事業費

平成29年
～令和元
年

みかん研
育種栽培室

果樹研
栽培開発室
病理昆虫室

近年、技術革新が著しい情報通信技
術（ICT）や人工知能（AI）などの情報
システムを活用した人材育成支援技
術を開発し、本県かんきつ産業の振
興に貢献する。

〇温州みかん等の粗摘果、仕上げ摘果、せん定
作業の動画撮影（ｳｪｱﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ、視線ｶﾒﾗ）を実
施。
〇農業初心者が活用可能な学習支援システムを
作成し、各種研修会でその評価を行った。

柑橘類腐敗抑制技術開
発事業費

平成30年
～令和2年

〇植物生育調節剤（プロヒドロジャスモメートとジ
ベレリン）散布試験を実施した結果、適正な処理
濃度・時期が明らかになり40ha（H30年産）以上に
普及した。
〇植物生育調節剤処理とマルチ栽培を組合せる
と、浮皮軽減効果を更に高めることを明らかにし
た。

かんきつ新系統「愛媛48
号」栽培特性調査研究
費

平成30年
～令和4年

みかん研
育種栽培室

果樹研
栽培開発室

品種登録後の産地化を見据え、品種
特性の解明に加え、販売上のセール
スポイントや栽培、流通上のリスク等
の基礎情報を整理する。

〇センターとみかん研において、本格的な栽培特
性評価用ほ場を整備するとともに、果実肥大、糖
度等の基礎データを収集中。
〇原母樹のウイルス検定を実施し、ウイルスフ
リー個体を獲得。

〇やせ地に適した生育促進技術を開発するため、
土壌診断を実施するとともに点滴かん水システ
ム、環境モニタリング装置等を試験圃に設置した。
〇水田転換園や豪雨災害被災園等の品質の上
がりにくい園地において、根域制限栽培の実証を
開始した。

実施
年度

実施
部署

目的 主な成果

みかん研
育種栽培室

高糖みかんや新品種の施設化によ
る高級かんきつ生産技術の確立を図
る。

〇甘平の露地栽培において、白色防風ネットで樹
全体を覆うと夏秋期の裂果は少なく、愛媛Queen
スプラッシュ合格率が向上することを明らかにし
た。
〇川田温州の隔年結果対策として、主枝別交互
結実法が有効であることを明らかにした。

平成28年
～令和7年

みかん研
育種栽培室

温州みかんにおいて交雑育種を利用
可能とする新たな育種システムを開
発する。

〇交雑育種に適した、単胚性で温州みかんに近
い中間母本を育成中。
〇幼苗段階における識別マーカーによる単胚・多
胚の胚性識別を検討した結果、実際の胚性型と
一致し、その実用性が高いことを明らかにした。

昭和51年
～

平成29年
～令和3年

みかん研
育種栽培室

南柑20号に最適な植物生長調節剤
の処理条件を明らかにするとともに、
結実管理等の高品質生産技術を活
用して極端気象に対応した浮皮軽減
技術を体系化する。

試験研究課題名

果樹園災害復興支援技
術開発事業費

令和元年
～令和3年

みかん研
育種栽培室

果樹研
栽培開発室

西日本豪雨により被災した果樹産地
の復興には、被災園の早期成園化、
省力化、園地改良技術等の開発が
不可欠である。そこで、当該技術を開
発し、産地の復興を技術面から支援
し被災農家の所得向上を目指す。

温州みかん新品種育成
開発費

みかん研究所栽培試験
研究費

南柑20号浮皮軽減技術
開発試験費

みかん研
育種栽培室

果樹研
病理昆虫室

物流段階での腐敗抑制を目的に、抗
菌性の果実袋や段ボール等の試作
をおこなうとともに、ＡＩと画像処理を
組み合わせて不良果実を除去できる
選果技術を開発する。


